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審   査   の   要   旨 
 
 著者は、血液透析治療において問題となっている血球細胞の活性化を理解するために細胞生物
学的ならびに分子生物学的な実験系を構築し、血液透析膜が血小板と白血球の活性化に与える影
響を詳細解析した。その結果、透析膜に吸着したブリノーゲンが血球細胞の活性化の初期原因と
なり、GPIIb/IIIaを介した血小板の活性化、および、Mac-1とαvβ3を介した好中球の活性化をそ
れぞれ引き起こし、さらに、活性化した血小板と好中球は血球間相互作用を促進し、血球複合体
の形成や好中球活性化の増強をもたらすことを見出した。本研究の成果は、血液透析治療におけ
る血球細胞の活性化機構の生物学的な理解から、血液透析治療において血球活性化を惹起しない
透析膜を開発するための指針を提示している。総じて、本研究は生物科学領域において独創性に
秀でており、学術的な価値が極めて高いと評価された。 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
